
休暇制度
紹介コーナー⑪ （特別休暇の一種）

キャリアアップ休暇

【制度概要】
　長期勤続の職員が、心身の活力の維持・増進又は自己研鑽を
図る場合に取得できます
【取得期間】
　週休日等を除く次に掲げる連続する日数の範囲内
　〇勤続 15年の場合：3日
　〇勤続 25年の場合：5日
【おさえておきたいポイント】
　〇勤続年数に達した翌年度から2年以内に取得してください

　

変
革
の
年
と
言

わ
れ
る
「
辰
年
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

年
末
は
大
寒
波
も

な
く
穏
や
か
に
過

ご
せ
る
と
期
待
し

た
が
、
未
曽
有
の

大
災
害
が
日
本
を

襲
い
、
ま
さ
に
変

革
の
年
を
思
わ
せ
る
正
月
で
幕

を
開
け
た
。
変
革
の
年
と
は
い

え
、
心
が
痛
ま
れ
る
ス
タ
ー
ト

だ
▼
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め

幾
多
の
災
害
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
人
の
力
が
必
要
と
な
る
。

被
災
地
の
復
興
に
は
前
途
多
難

が
続
く
が
、
私
た
ち
働
く
者
が

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
と
も
に

支
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

知
事
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
災
害
を
振
り
返
っ
た
際
、
憲

法
に
触
れ
た
。
生
存
権
を
は
じ

め
、
県
民
の
幸
福
を
守
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理

念
の
も
と
に
復
興
を
進
め
て
き

た
と
。
ま
さ
に
命
を
守
る
こ
と

は
憲
法
理
念
の
一
丁
目
一
番
地

と
い
え
る
▼
し
か
し
、
今
の
岸

田
政
権
で
は
国
民
の
命
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
甚
だ
疑

問
で
あ
る
。
今
も
続
く
自
民
党

政
治
の
裏
金
問
題
。
検
察
に
よ

る
捜
査
が
本
格
化
し
、
現
職
国

会
議
員
も
逮
捕
に
。
法
律
の
ル

ー
ル
を
守
れ
な
い
政
権
与
党
側

に
憲
法
を
変
え
る
資
格
は
な
い

▼
政
権
の
支
持
率
が
急
落
し
、

今
の
日
本
政
治
は
レ
ッ
ト
ゾ
ー

ン
。
国
民
の
命
を
守
り
、
誰
も

が
幸
福
を
実
感
で
き
る
社
会
の

実
現
の
た
め
、
政
治
・
社
会
の

「
変
革
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　

▲達増知事との意見交換の様子

▲達増知事（右下）との意見交換に臨む県職労役員と自治労県本部役員
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２
０
２
３
年
12 
月
14 
日
、
県
職
労
は
、
「
職
員
へ
の
向
き
合
い
方
と
連
携
」
、
「
職
員
間
の
連

携
・
ゆ
と
り
あ
る
職
場
づ
く
り
」
、
「
職
員
に
対
す
る
真
の
子
育
て
支
援
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
、

達
増
知
事
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
達
増
知
事
は
、
「
健
全
な
労
使
関
係
、
相
互
信
頼
の
精
神

に
基
づ
き
、
と
も
に
県
民
福
祉
の
増
進
、
県
政
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述

べ
、
県
職
労
に
対
し
て
の
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
県
政
を
一
体
で
組
み
立
て
て
い

く
た
め
に
も
、
今
後
も
意
見
交
換
を
継
続
す
る
考
え
を
県
職
労
と
確
認
し
た
。

職
員
へ
の
向
き
合
い
方
・
連
携

　

５
期
目
の
新
た
な
政
策
実
行

に
向
け
た
職
員
と
向
き
合
い

方
、
連
携
の
深
め
方
を
質
し
た

と
こ
ろ
、
知
事
は
「
困
難
な
職

務
へ
の
真
摯
な
精
励
に
感
謝
す

る
。
職
員
と
課
題
認
識
を
共
有

し
、
同
じ
意
識
で
行
政
運
営
に

あ
た
る
た
め
、
幹
部
職
員
に
は

庁
議
や
訓
示
で
県
の
あ
る
べ
き

姿
や
方
向
性
を
示
し
、
若
手
職

員
等
に
は
対
面
意
見
交
換
等

で
、
意
見
の
汲
み
上
げ
と
目
指

す
職
員
像
の
共
有
を
し
て
い

る
。
新
し
い
仕
事
の
し
か
た
を

一
緒
に
『
生
成
』
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。
県
職

労
か
ら
は
「
職
員
と
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
を
増
や
し
、
身
近
な

距
離
感
で
仕
事
を
」と
求
め
た
。

ゆ
と
り
あ
る
職
場
づ
く
り

　

前
知
事
時
代
の
採
用
抑
制

で
、
若
手
職
員
が
年
齢
の
近
い

世
代
を
見
て
学
ぶ
経
験
を
積
め

ず
、
遅
い
異
動
内
示
で
短
期
間

で
の
事
務
引
継
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
実
態
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
で
き

る
ゆ
と
り
あ
る
職
場
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
を
質
し
た
と

働く人の視点で課題抽出に協力を
達増知事との意見交換

県職労との意見交換の継続を確認

こ
ろ
、
知
事
は
「
若
手
職
員
へ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承
等
、
行
政
経

営
の
推
進
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
は
重
要
だ
。
若
手
職
員
の
意

欲
向
上
、
持
続
的
な
組
織
体
制

の
構
築
を
進
め
、
希
望
郷
の
そ

の
先
に
向
か
っ
て
共
に
歩
み
を

進
め
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

職
員
へ
の
真
の
子
育
て
支
援

　

知
事
は
県
民
へ
の
子
育
て
支

援
施
策
の
充
実
を
実
現
し
、
職

員
に
つ
い
て
も
男
性
育
休
増
加

の
成
果
は
あ
る
が
、
対
象
者
か

ら
は
代
替
職
員
確
保
へ
の
不
安

の
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、
職
員

に
対
す
る
真
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
考
え
を
質
し
た
と
こ

ろ
、
知
事
は
「
公
務
員
は
育
休

取
得
促
進
や
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
支
援
に
率
先
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
だ
」「
代
替

職
員
の
問
題
は
、
休
む
人
が
悩

ま
な
く
て
い
い
よ
う
に
、
ボ
ス

（
部
局
長
、
総
括
課
長
）
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
た
。

継
続
し
た
意
見
交
換

　

締
め
く
く
り
に
、
組
合
員
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
知
事

は
「
県
職
労
は
、
働
く
人
の
視

点
か
ら
の
課
題
抽
出
・
改
善
で

職
場
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
。
今
後
の
意
見
交
換
の
実
施

を
含
め
、
引
き
続
き
御
理
解
、

御
協
力
を
」
と
述
べ
た
。

※コロナ感染症の影響を踏まえ、2020年度以降に要件に該
当した方は、取得期間は2024年3月末まで延長されます

2024年３月末

退職予定のみなさまへ

 「県職労総合共済」「自治労共済」「あとおし」等
について、退職に伴う手続きが必要となりますので、
必ず御連絡をお願いします。

 2024年４月から県で「定年前再任用短時間勤務職
員」として勤務する場合も、同様に必ず御連絡をお願
いします。

支部書記局に御一報を

               お願いします！



　

県
職
労
盛
岡
支
部
が
12
月
28

日
に
今
年
度
の
支
部
役
員
選
挙

を
公
示
し
、
立
候
補
者
全
員
が

信
任
さ
れ
新
体
制
を
確
立
し
た
。

　

支
部
長
に
は
佐
藤
嘉
彦
さ
ん

が
選
出
さ
れ
た
。

　

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

支
部
長

佐
藤　

嘉
彦
（
盛
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

副
支
部
長

松
尾　

才
治
（
産
業
技
術
短
期
大
学
校
）

書
記
長

遠
藤　

定
義
（
農
村
整
備
室
）

　

青
年
婦
人
部
で
は
２
月
６
日

に
知
事
あ
て
に
独
自
要
求
書
を

提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
求
書
提
出
後
に
人
事

課
と
の
意
見
交
換
も
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

要
求
書
作
成
に
あ
た
り
、
本

部
青
婦
部
役
員
で
案
を
作
成

し
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
要
求

書
と
な
る
よ
う
昨
年
の
12
月
中

旬
か
ら
今
年
の
１
月
中
旬
に
か

け
て
各
支
部
で
意
見
交
換
会
や

▲欠員補充など課題改善を求め交渉する職訓協交渉団（左）

▲回答する菅原労働課長

▲フレックスタイム対象拡大について交渉に臨む県職労交渉団（左）

▲北上支部で行われた青婦部意見交換会のようす

佐藤盛岡支部長

▲花巻支部で行われた青婦部意見交換会のようす

２
０
２
４
年
１
月
試
行
開
始

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

盛
岡
支
部
が
新
体
制
を
確
立

支
部
長
に
佐
藤
嘉
彦
さ
ん
を
選
出
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12
月
19
日
、
県
職
労
職
業
訓

練
職
員
協
議
会
は
、
要
求
書
を

取
り
ま
と
め
、
商
工
労
働
観
光

部
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室
の

菅
原
労
働
課
長
に
提
出
し
、
交

渉
を
行
っ
た
。

【
若
手
指
導
員
の
採
用
・
指
導
と
欠
員
補
充
】

　

今
年
度
２
人
の
欠
員
が
生
じ

て
お
り
各
指
導
員
の
業
務
量
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
の
欠
員
を
補
充
す
る
と
と
も

に
、
若
手
指
導
員
の
計
画
的
な

採
用
を
要
請
し
た
。

【
再
編
整
備
計
画
の
情
報
共
有
】

　

職
業
能
力
開
発
施
設
再
編
整

備
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
再
編
は
施
設
の
修

繕
や
学
生
募
集
な
ど
、
訓
練
現

場
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
常
に
情

報
共
有
を
し
な
が
ら
す
す
め
る

こ
と
を
要
請
し
た
。

　

県
職
労
は
、
12
月
14
日
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
対
象
者

拡
大
に
係
る
一
部
試
行
提
案
に

つ
い
て
、
人
事
課
総
括
課
長
交

渉
を
行
っ
た
。

　

対
象
者
拡
大
の
試
行
に
つ
い

て
は
、
確
定
闘
争
課
題
と
は
切

り
離
し
別
途
協
議
す
る
こ
と
と

し
て
い
た
が
、
当
局
が
２
０
２

４
年
１
月
か
ら
の
試
行
に
強
硬

姿
勢
を
示
し
、
急
き
ょ
交
渉
を
行

っ
た
も
の
。
交
渉
で
確
認
し
た

事
項
は
次
の
と
お
り
。

【
育
児
・
介
護
等
の
要
件
拡
充
】

提
案
：
１
週
間
以
内
の
介
護
事

例
に
つ
い
て
も
要
件
に
加
え
る

⬇
現
行
フ
レ
ッ
ク
ス
の
要
件
整

理
で
あ
り
了
と
す
る
。
休
暇
制

度
充
実
も
検
討
さ
れ
た
い
。

【
自
己
啓
発
へ
の
活
用
】

提
案
：
無
給
で
あ
る
休
業
制
度

へ
の
補
完
と
し
て
活
用
し
た
い

⬇
概
念
が
不
要
に
拡
大
し
な
い

よ
う
現
行
休
業
の
取
得
者
と
同

一
要
件
と
す
る
こ
と
。

【
単
身
赴
任
者
へ
の
拡
充
】

提
案
：
単
身
赴
任
者
へ
の
配
慮

と
し
た
い

⬇
フ
レ
ッ
ク
ス
に
よ
り
不
在
時

間
が
増
え
る
が
、
対
象
者
は
管

理
職
層
に
多
く
決
裁
の
滞
り
も

懸
念
さ
れ
る
。
一
定
の
制
限
も

必
要
で
は
。

　

交
渉
で
は
、
対
象
者
の
拡
大

に
よ
り
職
場
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
を
訴
え
、
単
身
赴

任
者
・
自
己
啓
発
に
つ
い
て
は

単
位
期
間
４
週
間
と
す
る
こ
と

を
確
認
。
ま
た
、
現
行
の
育
児

介
護
（
例
外
的
に
週
単
位
の
取

得
が
可
能
）
と
違
う
運
用
と
な

る
こ
と
か
ら
十
分
な
説
明
と
周

知
を
要
請
。
併
せ
て
、
県
警
で

職
訓
協   

定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室
労
働
課
長
交
渉

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
　

職
員
・
施
設
の
改
善
を

導
入
し
て
い
る
「
窓
口
時
間
」

の
設
定
に
つ
い
て
も
検
討
を
強

く
求
め
た
。

　

県
職
労
と
し
て
は
、
人
的
体

制
の
拡
充
が
な
さ
れ
な
い
中
で

新
た
な
提
案
が
行
わ
れ
た
こ
と

意
見
集
約
を
行
い
、
職
場
の
実

態
や
生
活
に
つ
い
て
意
見
等
を

出
し
て
も
ら
い
、
現
在
、
本
部
青

婦
部
で
意
見
を
集
約
し
て
い
る
。

　

実
際
に
各
支
部
で
の
意
見
交

換
会
で
出
さ
れ
た
声
と
し
て
、

「
新
た
な
業
務
が
増
え
る
ば
か

り
で
既
存
の
業
務
の
削
減
が
無

い
の
で
、
既
存
の
業
務
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
」
、

「
職
場
の
人
数
が
そ
も
そ
も
足

り
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、

病
休
や
怪
我
で
休
ん
で
い
る
人

が
増
え
、
苦
し
い
中
で
若
手
に

も
負
担
・
重
圧
が
か
か
っ
て
い

る
」
、
「
子
等
の
看
護
休
暇
に

つ
い
て
、
複
数
子
供
が
い
る
と

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
子
供
が
体

調
悪
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
10
日
の
範
囲
内
だ
け
で
は

足
り
な
い
」
、
「
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
ご
高
齢

の
方
や
障
害
が
あ
る
人
以
外
に

も
コ
ピ
ー
用
紙
や
重
い
荷
物
を

運
ぶ
業
者
さ
ん
も
来
庁
さ
れ
る

の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
我
々

職
員
の
怪
我
の
防
止
の
意
味
で

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設
置
す
べ

き
」
、
「
公
舎
の
住
居
環
境
に

つ
い
て
時
代
に
合
っ
た
住
環
境

に
す
べ
き
」
な
ど
の
職
場
実
態

や
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
意
見

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え

た
独
自
要
求
書
を
提
出
し
、
ま

た
、
人
事
課
と
の
意
見
交
換
で
職

【
指
導
員
経
験
者
の
校
長
・
校
長
補
佐
の
登
用
】

　

指
導
員
経
験
者
が
校
長
・
校

長
補
佐
に
付
く
こ
と
は
訓
練
指

導
や
再
編
整
備
計
画
の
策
定
に

も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
校

長
・
校
長
補
佐
へ
の
指
導
員
経

験
者
の
登
用
を
要
請
し
た
。

【
自
動
車
シ
ス
テ
ム
科
の
体
制
充
実
】

　

今
度
も
正
規
指
導
員
が
不
足

し
て
い
る
科
が
あ
り
訓
練
指
導

体
制
の
充
実
の
た
め
に
正
規
職

員
増
員
の
要
請
を
し
た
。

　

こ
の
４
項
目
に
つ
い
て
、
労

働
課
長
に
は
、
訓
練
現
場
の
状

況
に
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
き
、

共
に
職
業
能
力
開
発
行
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

北
上
支
部
は
、
１
月
４
日
、

北
上
地
区
合
同
庁
舎
大
会
議
室

に
於
い
て
、
第
61
回
定
期
大
会
を

開
催
し
た
。

　

藤
原
支
部
長
は
、「
職
場
の
労

働
条
件
、
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
３
年

ほ
ど
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

直
接
顔
を
合
わ
せ
る
活
動
は
控

え
て
い
た
。
組
合
員
の
声
を
反

映
さ
せ
て
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
環
境
の
た
め
、
本

日
は
活
発
な
議
論
を
行
い
、
支

部
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
い
き
た
い
」
と
冒
頭
挨

拶
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
組
織
強
化

に
向
け
て
、
新
採
採
用
者
の
加

入
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
事
、
職
場
環
境
向
上

の
た
め
県
南
局
４
支
部
合
同
で

の
要
求
な
ど
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
運
動
方
針
の
具
体
的

な
４
項
目
の
活
動
方
針
が
示
さ

れ
、
積
極
的
な
参
画
に
向
け
た

活
動
な
ど
、
支
部
方
針
を
確
認

し
、
全
て
可
決
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
旗
開

き
の
最
後
に
支
部
長
の
「
団
結

頑
張
ろ
う
」
の
掛
け
声
で
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
へ
向
け
、

支
部
の
仲
間
が
連
帯
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
て

大
会
は
閉
会
し
た
。

対
象
拡
大

は
不
本
意
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
試
行
と
し
て
の
受
け
止
め
と

す
る
と
し
た
上
で
、
当
局
の
み

の
判
断
で
安
易
に
本
格
運
用
に

移
行
し
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
、

最
終
判
断
と
し
た
。

場
の
生
の
声
を
伝
え
て
い
く
。

　

最
後
に
、
各
地
区
の
合
庁
内

に
あ
る
「
組
合
書
記
局
」
は
窓

口
と
し
て
置
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
記
局
で
の
相
談
が
ち

ょ
っ
と…

。
と
い
う
方
は
右
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
を
送

っ
て
頂
け
れ
ば
対
応
い
た
し
ま

す
！
職
場
で
相
談
し
づ
ら
い
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
は
、
溜
め
込
む
前
に

労
働
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

青
年
婦
人
部

各
支
部
で
意
見
交
換
会
を
実
施

独
自
要
求
書
提
出
へ
！

書
記
次
長

小
島　
　

翼
（
県
税
部
）

執
行
委
員

下
川　
　

憲
（
土
木
部
）

中
村　

和
作
（
林
務
部
）

谷
地
舘　

透
（
畜
産
研
究
所
）

門
脇　

日
和
（
岩
手
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

）

葛
巻
美
知
子
（
農
政
部
）

秋
山　
　

潤
（
岩
手
県
食
肉
衛
生
検
査
所
）

会
計
監
事

岩
脇
湯
芽
美
（
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
）

平　

吉
美
智
（
県
税
部
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

12
月
15
日
号
機
関
紙
２
面

「
写
真
で
振
り
返
る
２
０
２
３
」

の
写
真
で
、「
１
・
19
知
事
と
の

意
見
交
換
」
が
抜
け
て
お
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

▲引き続き行われた旗開きのようす

▲北上支部定期大会では支部方針を確認し可決された

を展開しよう支部活動
充実した

北上支部で定期大会・新春団結旗開きを開催

ＱＲコードを読み取って
メールを送ってください！


